
　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
東
京
湾

空
間
の
開
発
、
利
用
に
あ
だ
っ
て
の
基
本
理
念
を
次

の
三
つ
と
し
た
。

①
「
開
発
・
利
用
」
と
環
境
と
の
調
和

　
開
発
・
利
用
と
環
境
の
調
和
・
整
合
を
積
極
的
に

図
る
。
特
に
東
京
湾
空
間
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、

今
後
は
保
全
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
積
極
的
な
再
生
・

創
出
に
努
め
る
。

②
湾
全
体
や
内
陸
部
と
整
合
の
と
れ
た
総
合
整
備

　
湾
空
間
と
し
て
の
整
合
性
の
確
保
及
び
内
陸
部
等

と
の
連
携
・
役
割
分
担
や
、
様
々
な
社
会
資
本
整
備

の
計
画
的
な
連
携
を
図
る
な
ど
、
総
合
的
見
地
か
ら

の
開
発
・
利
用
を
進
め
る
。
ま
た
、
次
世
代
の
た
め

に
、
わ
れ
わ
れ
の
世
代
で
東
京
湾
空
間
の
諸
資
源
を

浪
費
し
な
い
よ
う
努
め
る
。

③
湾
空
間
で
の
展
開
機
能
の
限
定
と
ス
リ
ム
化

　
東
京
湾
空
間
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
今
後
湾
空
間
に
お
け
る
機
能
の
展
開
に
あ
た
っ

て
は
、
内
容
、
規
模
と
も
十
分
に
吟
味
し
て
限
定
し
、

東
京
湾
空
間
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
機
能
で
あ
っ
て

も
、
規
模
的
に
集
中
し
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
他

地
域
で
展
開
す
る
こ
と
が
適
当
な
活
動
に
つ
い
て
は
、

東
京
湾
以
外
の
地
域
へ
分
散
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

②
－
新
し
い
東
京
湾
の
創
造
に
向
け
て
の
基
本
政
策

　
こ
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
今
後
の
東
京
湾
づ
く

り
の
目
標
を
「
新
し
い
時
代
の
東
京
湾
－
世
界
に

開
か
れ
た
、
人
と
海
と
ま
ち
と
が
共
生
す
る
、
美
し

い
湾
空
間
－
を
め
ざ
し
て
」
と
設
定
し
た
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
方
策
を
い
く
つ
か

の
点
で
整
理
す
る
と
以
下
の
四
つ
に
な
る
。

①
良
好
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
新
東
京
湾
ラ
イ
フ

　
の
実
現

・
底
質
改
善
や
人
工
海
浜
等
の
、
生
物
に
や
さ
し
い

環
境
整
備
の
推
進
及
び
緑
の
積
極
的
創
出
な
ど
、
豊

か
で
潤
い
の
あ
る
環
境
の
再
生
や
創
出
を
行
う
と
と

も
に
、
市
民
の
日
常
生
活
で
の
自
然
環
境
へ
の
負
荷

を
軽
減
す
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
の
再
利

用
等
を
推
進
す
る
（
図
－
６
）
。

・
東
京
湾
空
間
に
お
い
て
、
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
文
化
の
香
り
高
い
交
流
空
間
を
形
成
す
る
。
交
流

施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
高
質
化
、
複
合
化
を
図

る
と
と
も
に
、
交
流
拠
点
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
推
進
す
る
。

・
市
民
が
安
全
で
気
軽
に
海
に
親
し
め
る
よ
う
、
海

洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
な
ど
の
拠
点

整
備
を
通
し
て
、
水
辺
の
開
放
を
進
め
る
。

②
良
質
な
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
に
よ
る
活
動

　
基
盤
の
戦
略
的
拡
充

　
・
臨
海
部
の
物
流
拠
点
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠

　
点
等
の
、
様
々
な
活
動
拠
点
間
を
有
機
的
に
連
結

　
し
、
首
都
圏
中
央
連
絡
道
路
な
ど
の
環
状
道
路
と

　
結
合
、
連
携
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

　
る
。
ま
た
航
空
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
つ
い
て

　
検
討
す
る
。

　
・
東
京
湾
内
の
港
湾
は
流
通
を
中
心
に
担
う
こ
と

　
と
し
、
湾
内
の
六
港
（
千
葉
、
木
更
津
、
東
京
、

　
横
浜
、
川
崎
、
横
須
賀
）
の
自
律
分
散
型
の
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。
ま
た
、
巫
示
圏
外
で
発
生
・

　
集
中
す
る
貨
物
に
つ
い
て
は
、
湾
外
諸
港
の
港
湾

　
機
能
の
充
実
に
よ
り
、
常
陸
那
珂
港
な
ど
の
北
関

　
東
諸
港
や
仙
台
湾
諸
港
に
誘
導
す
る
（
図
－
７
）
。

　
・
湾
内
の
危
険
度
を
低
減
す
る
た
め
、
原
油
等
の

　
危
険
物
輸
送
の
湾
口
部
及
び
湾
外
で
の
受
け
入
れ

　
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
や
事
故

　
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
施
策
を
推
進

す
る
。
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や
、
貨
物
船
、
漁
船
等

の
調
和
の
と
れ
た
海
面
利
用
の
実
現
を
図
る
。

③
空
間
と
資
源
の
活
用
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
型
空
間

　
の
実
現

　
・
東
京
湾
空
間
に
お
け
る
埋
立
を
伴
う
よ
う
な
新

　
た
な
生
産
機
能
の
立
地
は
抑
制
す
る
。

　
・
臨
海
部
空
間
で
の
職
・
住
に
関
す
る
様
々
な
都

　
市
機
能
と
物
流
、
生
産
機
能
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、

　
平
面
的
、
立
体
的
に
棲
み
分
け
る
な
ど
の
複
合
空

　
間
を
形
成
す
る
。

　
・
東
京
圏
で
発
生
す
る
廃
棄
物
は
、
発
生
の
抑
制
、

　
資
源
化
、
減
量
化
を
徹
底
し
、
圏
域
内
で
処
理
す

　
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
や
か
を
え
ず
海
域

　
で
処
理
す
る
場
合
は
埋
め
立
て
の
用
材
と
し
て
リ

　
サ
イ
ク
ル
に
努
め
、
一
方
、
有
用
資
源
で
あ
る
建

　
設
残
土
に
つ
い
て
は
よ
り
広
域
的
な
活
用
を
図
る
。

④
総
合
整
備
に
向
け
た
組
織
、
体
制
づ
く
り

　
・
東
京
湾
空
間
の
一
体
的
、
総
合
的
整
備
の
た
め

　
に
、
宮
・
民
か
ら
な
る
「
東
京
湾
総
合
開
発
研
究

　
機
構
（
仮
称
）
」
の
よ
う
な
機
関
を
設
立
す
る
。

　
ま
た
、
海
域
及
び
臨
海
部
全
般
に
係
る
開
発
、
利

　
用
等
の
総
合
的
な
協
議
、
調
整
の
場
と
し
て
「
東

　
京
湾
総
合
開
発
委
員
会
（
仮
称
）
」
を
設
置
す
る
。

　
以
上
が
「
二
十
一
世
紀
の
東
京
湾
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

概
要
で
あ
る
が
、
様
々
な
問
題
が
ト
レ
ー
ド
ー
オ
フ

関
係
に
あ
る
東
京
湾
空
間
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
よ

う
に
一
つ
の
共
生
系
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
一
つ

の
解
決
策
を
見
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

４
一
東
京
湾
港
湾
計
画
の
基
本
構
想

①
－
東
京
湾
港
湾
計
画
の
基
本
構
想
の
策
定
経
緯

　
港
湾
計
画
は
、
港
湾
法
第
三
条
の
三
第
一
項
に
お
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い
て
、
「
港
湾
の
開
発
、
利
用
及
び
保
全
並
び
に
港

湾
に
隣
接
す
る
地
域
の
保
全
に
関
す
る
計
画
」
と
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
当
該
港
湾
の

整
備
や
空
間
利
用
の
方
針
及
び
そ
れ
に
対
応
し
た
施

設
計
画
等
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
京

湾
の
よ
う
に
、
閉
鎖
性
内
湾
に
六
港
湾
が
近
接
し
て

存
在
す
る
場
合
に
は
、
港
湾
相
互
に
お
け
る
展
開
機

能
の
連
携
や
補
完
、
水
域
利
用
の
調
和
の
確
保
な
ど

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
各
港
の
特
性
を
尊
重
し
つ
つ

も
湾
全
体
を
一
つ
の
広
域
港
湾
と
し
て
捉
え
、
総
合

的
か
つ
広
域
的
な
視
点
で
開
発
、
利
用
及
び
保
全
を

進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
い
て
、
東
京
湾
港
湾
計

画
の
基
本
構
想
（
以
下
「
基
本
構
想
」
と
い
う
）
は

策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
四
十
二
年
の
策
定

以
来
、
昭
和
五
十
六
、
六
十
三
年
に
二
回
の
改
訂
が

な
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
二
年
の
基
本
構
想
は
、

増
大
す
る
物
流
需
要
に
東
京
湾
内
の
各
港
が
全
体
と

し
て
先
行
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
策
定

さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
、
港
湾
の
再
開
発
、
廃

棄
物
の
広
域
処
理
場
の
確
保
及
び
海
域
環
境
の
創
造

等
を
求
め
る
社
会
の
要
請
に
対
応
す
る
た
め
の
改
訂

が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
、
国

際
化
、
情
報
化
、
都
市
化
等
の
進
展
に
対
応
し
て
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
や
安
全
性
を
重
視
し
つ
つ
、
物
流
・
産

業
・
生
活
に
係
る
諸
機
能
が
調
和
よ
く
導
入
さ
れ
、

相
互
に
連
携
し
、
全
体
と
し
て
高
度
な
機
能
を
発
揮

す
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
総
合
的
湾
空
間
の
形
成
を
目
標

と
し
て
改
訂
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
二
十
一
世
紀
へ

の
港
湾
」
を
東
京
湾
空
間
に
お
い
て
港
湾
計
画
と
し

て
実
現
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
各
基
本
構
想

の
主
要
施
策
を
表
－
―
に
示
す
。

②
－
新
た
な
基
本
構
想
策
定
の
必
要
性

　
現
基
本
構
想
も
策
定
以
来
約
六
年
を
経
過
し
、
そ

の
間
、
港
湾
を
取
り
巻
く
経
済
社
会
情
勢
も
大
き
な

変
化
の
兆
し
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

　
そ
の
主
な
も
の
を
上
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
　
〔
物
流
〕

　
・
製
品
輸
入
の
増
大

　
・
地
方
に
お
け
る
外
資
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
の
進
展

　
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
港
の
ハ
ブ
化

　
・
小
口
多
頻
度
輸
送
や
地
域
間
輸
送
の
増
大

　
・
物
流
効
率
化
（
共
同
化
、
標
準
化
、
情
報
化
）
へ

の
要
請
の
高
ま
り

　
・
船
舶
の
大
型
化
・
高
速
化
の
進
展
（
T
S
L
等
技
術

革
新
の
見
通
し
）

・
船
舶
交
通
の
絹
較

・
都
心
部
に
お
け
る
道
路
混
雑
の
悪
化

〔
産
業
〕

・
製
造
業
の
地
方
展
開
の
進
展

・
製
造
業
の
リ
ス
ト
ラ
（
高
度
化
、
製
品
の
高
付
加

価
値
化
）
の
進
展

・
製
造
業
の
海
外
展
開
等
に
伴
う
行
程
間
分
業
の
進

展・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
の
活
発
化

〔
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
〕

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
（
電
力
、
ガ
ス
）

・
廃
棄
物
処
分
場
の
不
足

・
道
路
‘
・
鉄
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ

〔
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
〕

・
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
生
活
の
実
現
に
対
す
る
要

請
の
高
ま
り

　
　
（
良
質
な
住
宅
の
供
給
、
生
活
環
境
の
質
の
向
上
）

・
レ
ジ
ャ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
交
流
環
境
の

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
－
総
合
港
湾
へ
の
模
索
⑤
二
十
一
世
紀
へ
の
港
湾

活
発
化

・
親
水
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
空
間
確
保
へ
の
要
請
の
高
ま

・
サ
ー
ビ
ス
関
連
産
業
就
業
者
数
の
増
加
（
就
業
構

造
の
変
化
）

・
高
齢
化
の
進
展

〔
環
境
〕

・
東
京
湾
の
水
質
改
善
の
停
滞

・
自
動
車
交
通
に
よ
る
大
気
汚
染
の
深
刻
化
（
大
気

汚
染
要
因
の
変
化
）

　
・
自
然
環
境
保
全
・
創
造
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

　
・
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
顕
在
化
（
環
境
規
模
の

拡
大
）

　
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
現
状
推
移
型
の
変
化
と
い
う

よ
り
は
、
構
造
的
な
変
化
な
ど
、
抜
本
的
な
変
化
を

遂
げ
つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
東
京
湾
空
間
に

お
い
て
も
、
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
踏
ま
え
て
、
墓
示
湾
、

横
浜
港
及
び
木
更
津
港
が
平
成
七
年
度
末
頃
ま
で
に

相
次
い
で
港
湾
計
画
の
改
訂
を
進
め
よ
う
と
し
て
お

り
、
そ
の
指
針
と
な
る
新
た
な
基
本
構
想
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

③
－
新
た
な
基
本
構
想
の
方
向

　
現
在
、
新
た
な
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
て
、
概

ね
二
〇
一
〇
年
を
目
標
年
次
と
し
た
改
訂
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
二
十
一

世
紀
の
東
京
湾
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
実
現
す
る
第
一
段
階

の
計
画
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
現
在
の
東
京
湾
空
間
は
、
諸
機
能
の
空
間

展
開
の
進
展
に
伴
い
、

・
老
朽
化
・
陳
腐
化
・
遊
休
化
し
た
ス
ト
ッ
ク
（
物

流
・
生
産
機
能
）
の
増
大
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・
東
京
湾
空
間
に
展
開
す
る
諸
機
能
と
背
後
支
援
基

盤
と
の
不
整
合

・
水
域
利
用
を
伴
う
新
た
な
機
能
展
開
と
そ
れ
に
よ

る
水
域
利
用
の
制
約
と
い
う
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関
係

・
背
後
地
域
の
経
済
社
会
活
動
が
も
た
ら
す
東
京
湾

空
間
へ
の
重
い
環
境
負
荷

・
高
い
割
合
を
有
す
る
民
間
企
業
有
水
際
線

と
い
っ
た
課
題
を
内
在
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま
え
て
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
豊

か
で
、
豊
か
な
市
民
生
活
の
た
め
の
機
能
が
充
実
し
、

高
度
な
機
能
を
発
揮
で
き
る
、
安
全
性
の
高
い
空
間

形
成
を
図
る
た
め
に
は
、
新
た
な
機
能
展
開
に
加
え

て
、
既
存
陸
域
を
中
心
と
し
た
湾
空
間
の
抜
本
的
な

再
編
も
含
め
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
展
開
す
る
機
能
及
び
規
模
の
限
定
、

背
後
の
機
能
や
水
域
の
利
用
と
整
合
し
た
機
能
配
置
、

既
存
の
陸
域
を
活
用
し
た
空
間
利
用
の
再
編
、
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
へ
の
貢
献
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
重
視

し
た
空
間
形
成
、
総
合
的
な
安
全
・
防
災
対
策
の
確

立
と
い
っ
た
考
え
方
を
基
本
と
し
つ
つ
、
平
成
六
年

中
の
策
定
を
め
ざ
し
て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
Λ
運
輸
省
第
二
港
湾
建
設
局
企
画
課
長
Ｖ

表－1　東京湾港湾計画の基本構想の策定経緯
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